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第 136 号

今月の主な内容
今月の表紙

『生石高原山焼き』
　３月12日に春の風物詩『生石高原山焼き』が
行われ、炎が立ちのぼる壮観な様子を一目見よ
うと多くの観光客でにぎわいました。
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予算総額　107億7,593万円（対前年度比 257万円増）

平成29年度の当初予算が第１回定例議会の審議を経て決
まりました。
このうち一般会計予算は、65億6,000万円で、対前年度
比400万円の減額、増減率にして対前年度比0.1％減となっ
ています。
歳入では地方交付税や国・県支出金などの依存財源が53億
1,343万円で、歳入全体の81.0％を占めています。国庫支
出金は、農業生産基盤保全管理等推進整備費補助金の前倒し
による措置や社会資本総合整備交付金などの事業費減額によ

り対前年度比7,164万円減額の2億4,194万円、町債は、
本庁舎及び中央公民館の空調設備改修事業などの増額により
対前年度比1億5,380万円増額の9億4,820万円となって
います。
また、町税や使用料など町が独自に確保できる自主財源は

12億4,657万円で、歳入全体の19.0％となり、財源の大
半を地方交付税や国県支出金などの財源に依存している状況
です。
なお、歳出の主な事業は左頁のとおりです。

□分担金及び負担金ほか
　分担金及び負担金、使用料及び手数料、財産
収入、寄附金、繰入金、繰越金、諸収入

会　計　別　予　算　額

当初予算決まる！！平成29年度

会　　計　　別 平成 29 年度
当初予算額

平成 28 年度
当初予算額

対前年度

増減額 増減率

一　般　会　計 65億6,000万円 65億6,400万円 △ 400万円 △ 0.1%

特　別　会　計 41億　778万円 41億　310万円 468万円 0.1%

特
別
会
計

国民健康保険事業特別会計 17億2,862万円 17億7,997万円 △ 5,135万円 △ 2.9%

国民健康保険診療所事業特別会計 8,495万円 7,978万円 517万円 6.5%

後期高齢者医療特別会計 3億4,278万円 3億3,539万円 739万円 2.2%

介護保険事業特別会計 17億2,117万円 16億7,535万円 4,582万円 2.7%

のかみふれあい公園運営事業特別会計 4,495万円 5,011万円 △ 516万円 △ 10.3%

農業集落排水事業特別会計 2,759万円 2,740万円 19万円 0.7%

野上簡易水道事業特別会計 5,261万円 5,676万円 △ 415万円 △ 7.3%

美里簡易水道事業特別会計 1億　511万円 9,834万円 677万円 6.9%

上水道事業会計
収益 1億　815万円 1億　626万円 189万円 1.8%

資本 1,493万円 1,460万円 33万円 2.3%

予算総額 107億7,593万円 107億7,336万円 257万円 0.0%

□地方譲与税ほか
　地方譲与税、利子割交付金、配当割交付金、株式等譲渡所得割交付金、
地方消費税交付金、ゴルフ場利用税交付金、自動車取得税交付金、地方
特例交付金、交通安全対策特別交付金
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主　要　事　業（一般会計）
新 は新規事業。それ以外は継続事業です。

１．みんなでつくるまちづくり
	 ふれあいマラソン事業
	 	 200万円
	 地域おこし協力隊員の配置
	 	 2,434万円
	 集落支援員の配置
	 	 1,197万円
	 まちづくり支援補助金
	 	 400万円
	 空き家活用推進補助金	 80万円
	 定住促進補助	 1,350万円
	 Ｕターン奨励金	 100万円

２．子育て・教育のまちづくり
	 学童保育事業	 834万円
	 ＡＬＴ（語学指導助手）
	 	 1,219万円
	 学校教育支援員	 614万円
	 学力・体力・判断力ＵＰ
	 　事業委託料	 100万円
	 学校夢づくり事業	 53万円
	 学力向上推進事業	 16万円
新	 下神野小学校空調設備設置事業	 4,386万円
新	 美里中学校多目的トイレ設置事業	 331万円
	 子ども医療費助成事業	 2,452万円
	 放課後子ども学習サポート事業	 75万円
	 子育て支援事業・母子保健事業	 366万円
	 土曜保育充実事業	 41万円
	 子どもインフルエンザ予防接種費助成	 180万円
	 不妊治療費助成事業	 131万円
新	 新生児聴覚検査費助成事業	 20万円
新	 野上小学校ICT教育推進事業	 517万円

３．福祉の充実したまちづくり
	 町民癒しのコンサート事業	 40万円
	 健康増進事業に基づく肝炎ウイルス検診	 30万円
	 がん検診等委託料	 3,120万円
新	 介護予防・日常生活サービス事業	 2,264万円
	 一般介護予防事業	 762万円
	 福祉タクシー補助	 43万円
新	 総合福祉センタートレーニング器具更新事業	 183万円

４．安心・安全で住み良いまちづくり
	 町道平中通り２号線改良事業
	 	 １億円
新	 町道吉見１号線改良工事
	 	 3,500万円
	 橋りょう修繕事業
	 	 2,702万円
新	 トンネル修繕事業	 550万円
	 町道補修及び舗装生活関連工事	 3,000万円
	 町道東福井牧場線改良事業	 2,000万円
	 町道長谷国木原線舗装補修事業	 1,278万円
	 合併浄化槽設置補助	 1,877万円
	 柴目川・長谷川・中津川・
	 　　　坂の谷川河川改修事業	 8,800万円
	 家庭用生ごみ処理機器購入補助	 40万円
	 住宅用太陽光発電設備導入補助	 200万円
	 救急救命士養成	 207万円
	 消防団救助活動用器具購入事業	 178万円
	 消防団小型動力ポンプ（軽）積載車更新事業	 688万円
	 消防団小型動力ポンプ更新事業	 385万円
	 消防団安全確保装備品購入事業	 115万円
	 緊急通報システム設置事業	 415万円
	 地域見守り支援事業	 1,186万円
新	 飼い猫の不妊（避妊）手術費用補助金交付事業	 20万円
	 本庁舎・中央公民館空調設備更新事業	 2億1,200万円
	 コミュニティバス運行事業	 3,500万円
新	 国道370号道路改良工事に伴う配水管移設、
	 　仮設工事(鎌滝・大角地内)	 548万円

５．活力ある産業のまちづくり
	 農業担い手育成事業	369万円
	 中山間地域等直接支払
	 　交付金事業	 3,516万円
	 多面的機能支払交付金事業
	 	 229万円
	 青年就農給付金事業
	 	 1,425万円
	 農作物鳥獣害防止総合対策事業補助	 1,279万円
	 町農業経営支援事業補助	 800万円
	 鳥獣害防止総合対策事業	 910万円
	 間伐材流通支援事業補助	 120万円
	 農産物出荷サポート事業	 100万円
	 小規模事業者経営改善資金利子補給	 63万円
新	 創業支援事業	 210万円
新	 紀美野町まるごと体験事業	 50万円
新	 合宿誘致事業	 599万円

その他
	 地籍調査事業	 8,169万円
	 文化振興事業	 200万円
	 紀美野へおいでよ！！
	 　ふるさと紀美野農村交流事業	 1,794万円
新	 蓑津呂集会所新築工事	 1,233万円
新	 町長選挙費	 1,000万円
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平
成
19
年
３
月
に
策
定
し
た
「
第
１
次
紀

美
野
町
長
期
総
合
計
画
」
に
基
づ
き
、
広
範

と
な
っ
た
町
域
が
保
有
す
る
資
源
を
活
か
し
、

町
域
の
均
衡
あ
る
発
展
と
、
新
町
と
し
て
の

一
体
感
を
醸
成
し
て
い
く
こ
と
を
重
視
し
た

政
策
・
施
策
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
長
期
総
合
計
画
の
対
象
期
間
が
、
平

成
28
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
た
び
、「
第
２
次
紀
美
野
町
長
期
総
合

計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
・
中
学

生
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
で
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
の
代

表
者
や
有
識
経
験
者
な
ど
24
名
で
構
成
す
る

「
紀
美
野
町
長
期
総
合
計
画
審
議
会
」（
会

長
・
若
林
豊　

区
長
連
絡
協
議
会
会
長
）
で

の
審
議
・
答
申
を
受
け
、
本
年
３
月
議
会
で

の
議
決
を
経
て
策
定
し
た
も
の
で
す
。　

こ
の
長
期
総
合
計
画
の
実
現
に
向
け
て
、

住
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
し
て
各
種
施
策
に
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

第
２
次
紀
美
野
町
長
期
総
合
計
画
に
つ
い

て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

紀
美
野
町
の
空
一
面
に
広
が
る
満
点
の
星

空
、
み
ど
り
豊
か
な
風
景
、
貴
志
川
水
系
の

清
流
な
ど
、
わ
が
町
の
自
然
は
、
住
民
誰
も

の
誇
り
で
あ
り
、
こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
、
訪

れ
る
人
々
に
う
る
お
い
と
や
す
ら
ぎ
を
与
え

る
最
も
大
切
な
資
源
で
す
。
こ
の
こ
と
は
、

紀
美
野
町
が
誕
生
し
て
10
年
が
過
ぎ
た
今
も

全
く
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
を
は
じ
め
と

し
て
、
紀
美
野
町
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、
本
町
は
こ
れ
か
ら

も
、
空
・
山
・
川
の
豊
か
な
自
然
環
境
を
守

り
生
か
し
、
次
代
に
継
承
す
る
ま
ち
づ
く
り

を
、
住
民
の
皆
さ
ん
と
の
協
働
を
大
切
に
し

な
が
ら
進
め
ま
す
。

平
成
28
年
に
策
定
し
た
紀
美
野
町
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
を
達
成
す
る
た
め
、
本
計
画
の
目
標

人
口
を
次
の
と
お
り
定
め
ま
す
。

平
成
33
年
：
９
，１
０
０
人

平
成
38
年
：
８
，４
０
０
人

■
問
い
合
わ
せ

　

企
画
管
財
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
１
３

長
期
総
合
計
画
と
は

　

長
期
総
合
計
画
は
、
こ
れ
か
ら
10
年

後
の
紀
美
野
町
を
創
造
す
る
た
め
の
指

針
と
な
る
本
町
の
最
上
位
に
位
置
づ
く

計
画
で
す
。

　

長
期
総
合
計
画
は
、
ま
ち
が
目
指
す

ま
ち
の
将
来
像
と
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

目
標
（
ま
ち
の
将
来
イ
メ
ー
ジ
）
を
示

す
基
本
構
想
と
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
実

現
す
る
た
め
に
何
に
取
り
組
ん
で
い
く

の
か
を
表
し
た
基
本
計
画
（
具
体
的
な

計
画
）
で
組
み
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

計
画
期
間
は
平
成
29
年
度
か
ら
平
成

38
年
度
ま
で
の
10
年
間
と
し
て
い
ま
す
。

空・山・川の豊かな自然環境の中で、
町内外の多様な人々が出会い、ふれあい、
ともに支え合いいきいきと活力にあふれる

「美しいふるさと」

紀美野町の将来像には、次のような姿の実現を託します。

『
第
２
次
紀
美
野
町
長
期
総
合
計
画
』
を

策
定
し
ま
し
た

め
ざ
す
将
来
像

 

空
・
山
・
川
の
ふ
れ
あ
い
の
あ
る

美
し
い
ふ
る
さ
と

本
計
画
に
お
け
る
目
標
人
口

（
住
民
基
本
台
帳
ベ
ー
ス
）
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分野１　住民協働の拡大と
　　　　進化を進めます
分野２　活発な地域活動と
　　　　地域交流を促進します
分野３　行政改革を推進します

分野４　子育てしやすい
　　　　まちづくりを進めます
分野５　学校教育を充実させ、
　　　　次世代を育成します
分野６　生涯学習と文化・
　　　　スポーツ活動の環境を
　　　　整えます

基本方針３
福祉の充実したまちづくり

（健康・福祉）

基本方針１
みんなでつくるまちづくり
（住民協働と行政改革）

基本方針５
活力ある産業のまちづくり
（産業振興・観光）

基本方針４
安心・安全で住み良いまちづくり

（生活基盤・防災）

基本方針２
子育て・教育のまちづくり
（子育て支援・生涯学習）

分野７　住民の健康を守り、
　　　　育みます
分野８　高齢者の福祉と介護の
　　　　充実を進めます
分野９　障碍者の生活支援と
　　　　社会参加を推進します
分野10　助け合い、支え合う地
　　　　域福祉を推進します

分野11　交通・情報のネットワークを整備します
分野12　自然と調和した生活環境を形成します
分野13　安全な暮らしを確保します

分野14　環境と共生し付加価値を生み出す農林業
を育てます

分野15　まちに賑わいをもたらす商工業・観光を
振興します

分野16　創業支援と雇用の場の確保に取り組みます

～住民活力でつくるまちづくり～
目指す将来像の実現に向け、まちづくりの基本方針と分野別の政策の大綱を次のように定めます。

基本方針

国保野上厚生総合病院　精神科作業療法室の見形・森です。現在、
作業療法士２名が精神科病棟と精神科外来の作業療法を担当してい
ます。
精神科作業療法は、精神科治療におけるリハビリテーションのひ
とつです。病気により、さまざまな生活のしづらさが出てきた方に
対し、調理、外出、人との交流、余暇活動などの生活に関わり、社
会生活能力を向上（回復）してもらって、再び地域に戻って頂くこ
とを目指しています。
　「作業」と聞くと物作りなどのイメージがすぐに出るかと思います
が、私たち作業療法士は、その方に寄り添い「今できていること」や「こ
れからできること」を活かした生活づくりをお手伝いさせていただ
いています。
■問い合わせ　国保野上厚生総合病院　精神科作業療法室
　　　　　　　℡ ０７３‐４８９‐２１７８（代表）

国保野上厚生総合病院だより（職員紹介⑳）

森　　辰浩　作業療法士（左）
見形　紘子　作業療法士（右）



2017.4 6

平成 29 年度　紀美野町税・保険料（普通徴収分）納期限一覧

第 1期 第 2期 第 3期 第 4期 第 5期

固 定 資 産 税 5月 1日 7月31日 12月25日 2月28日 ―

軽 自 動 車 税 5月31日 ― ― ― ―

個 人 町 県 民 税
【普通徴収分】 6月30日 8月31日 10月31日 1月31日 ―

国 民 健 康 保 険 税 7月31日 10月2日 11月30日 1月31日 4月2日

介 護 保 険 料
【普通徴収分】 7月31日 10月2日 11月30日 1月31日 4月2日

1 期 2 期 3 期 4 期 5 期 6 期 7 期 8 期 9期

7月31日 8月31日 10月2日 10月31日 11月30日 12月25日 1月31日 2月28日 4月2日

※納期限後の納付は、督促手数料や延滞金が発生する場合がありますので納期限内に納付をお願いします。
※納付には納め忘れが無く便利な口座振替をご利用ください。
■問い合わせ　税務課　℡ 073 ‐ 489 ‐ 5905　　美里支所住民室　℡ 073 ‐ 495 ‐ 3465

後期高齢者医療保険料（普通徴収分）

期 別
税 目

町税・保険料は納期限内に納めましょう
平成 29 年度 町税・保険料の納税通知書の発送時期と、各納期限は下記の通りになります。
納税には便利で安全・確実な口座振替をご利用ください。

平成29年度固定資産税縦覧帳簿の
縦覧について

後期高齢者医療制度にご加入のみなさまへ

後期高齢者医療制度の
保険料軽減措置が変更されます固定資産税とは、賦課期日（毎年 1月 1日）現在の

固定資産（土地・家屋・償却資産）の所有者に対して、
その価格に応じて市町村が課税する税金です。
固定資産税の納税者の方は、町内全ての土地又は家
屋の価格をご覧いただくことができます。縦覧できる
ものは、①土地価格等縦覧帳簿（所在、地目、地積、
評価額）、②家屋価格等縦覧帳簿（所在、家屋番号、種
類、構造、床面積、評価額）です。（ただし、土地のみ
所有の方は①だけ、家屋のみ所有の方は②だけです）

●期　間　平成29年４月３日（月）～５月１日（月）
　　　　　（土・日・祝日を除く）
●時　間　８時30分～ 17時15分
　　　　　（縦覧時間は１時間以内）
●場　所　紀美野町役場本庁　税務課
●手数料　無料
　※本人確認できるもの（免許証、保険証等）が必要

です。
　※相続人、納税義務者の代理人（委任状持参）の方

も縦覧できます。

固定資産税納税通知書の発送時期等について
今年度は、４月14日（金）の発送予定です。

和歌山県後期高齢者医療制度の保険料軽減措置が変更
されますのでお知らせします。〔後期高齢者医療とは、『75
歳以上の方全員』及び『65歳以上75歳未満で一定の
障害があり申請することで和歌山県後期高齢者医療広域
連合（運営主体）の認定を受けた方』を対象とした医療
制度で、それまで加入していた医療保険から脱退して加
入することになります。〕
平成28年度及び平成29年度保険料は、等しく負担

していただく均等割額（44,177円）と、所得に応じて
決まる所得割額（8.93％）の合計額です。所得の少ない
方などに軽減措置があり、その措置が下記のとおり変更
されます。
なお、均等割の５割軽減、２割軽減の対象が拡大され、

９割軽減、8.5 割軽減、に変更はありません。
平成29年度保険料額の通知は、７月中旬に送付します。

年度 所得割軽減 元被扶養者均等割軽減

平成28年度 ５割 ９割

平成29年度 ２割 ７割

■問い合わせ　
　和歌山県後期高齢者医療広域連合
　℡ 073‐ 428‐ 6688
　税務課　℡ 073‐ 489‐ 5905

■問い合わせ　税務課（固定資産税係）
　℡ ０７３‐４８９‐５９０５
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東
野
地
域
保
全
会
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払

交
付
金
を
活
用
し
た
活
動
で
、
地
域
内
の
農
地
、

施
設
を
守
っ
て

い
ま
す
。
平
成

28
年
度
は
引
き

続
き
水
漏
れ
の

あ
る
水
路
を
更

新
し
た
ほ
か
、

農
地
を
活
用
し

て
景
観
作
物
を

作
付
し
、
良
好

な
農
村
風
景
に

貢
献
で
き
ま
し

た
。今

後
も
地
域
全
体
で
、
ふ
る
さ
と
の
資
源
や

美
し
い
農
村
風
景
を
守
っ
て
い
く
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

こ
の
度
、
行
政
相
談
委
員
の
森
谷
美
喜
子
さ

ん
が
退
任
さ
れ
、
後
任
に
温
井
啓
子
さ
ん
（
毛

原
下
）
が
総
務
大
臣
よ
り
新
た
に
委
嘱
さ
れ
ま

し
た
。

前
任
者
の
森
谷
美
喜
子
さ
ん
は
、
平
成
16
年

５
月
に
就
任
さ
れ
、
以
来
、
相
談
業
務
に
精
力

的
に
ご
活
躍
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
永
き
に
わ
た

り
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

佐
野
育
子
さ
ん
（
動
木
）
に
は
引
き
続
き
行
政

相
談
委
員
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

行
政
相
談
委
員
は
、
総
務
大
臣
が
委
嘱
し
て

い
る
民
間
の
有
識
者
で
、
行
政
機
関
が
行
う
仕
事

に
つ
い
て
の
苦
情
や
意
見
・
要
望
を
受
け
、
公

平
・
中
立
な
立
場
か
ら
必
要
な
あ
っ
せ
ん
を
行
い
、

そ
の
解
決
を
促
進
す
る
と
と
も
に
、
皆
さ
ま
の
声

を
行
政
運
営
の
改
善
に
役
立
て
る
も
の
で
す
。

な
お
、
平
成
29
年
度
も
行
政
相
談
日
は
、
原

則
毎
月
第
３
木
曜
日
で
す
が
、
月
に
よ
り
変
わ

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
の
日
程
は
、

毎
月
の
広
報
の
「
町
民
カ
レ
ン
ダ
ー
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
は
、
町
長
か
ら
委
嘱

新
し
い
行
政
相
談
委
員

　

温
井
啓
子
さ
ん
に
委
嘱

わ
が
町
の
母
子
保
健
推
進
員
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
！

農
業
農
村
の
景
観
維
持
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
！

国
吉
地
区
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

在
宅
医
療
・
介
護
普
及
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

３
月
５
日
に
国
吉
地
区
自
主
防
災
組
織
に
お

い
て
、
消
防
団
の
協
力
の
も
と
、
防
災
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に
は
約
50
人
の
方
々
が

参
加
さ
れ
、
消
火
栓
か
ら
の
放
水
訓
練
、
防
災

資
機
材
の
確
認
、
災

害
食
調
理
及
び
試
食

体
験
な
ど
が
行
わ

れ
、
皆
さ
ん
熱
心
に

訓
練
に
取
り
組
ま
れ

ま
し
た
。

を
受
け
た
子
育
て
の
先
輩
で
す
。
お
母
さ
ん
と

子
ど
も
の
健
康
や
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
、
行

政
と
の
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
の
訪
問

や
乳
幼
児
健
診
の
介
助
、
遊
び
の
教
室
の
お
手

伝
い
な
ど
で
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
担
当
地
区

ご
と
に
ご
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

（
下
佐
々
・
海
南
鋼
管
）

　
　
　

若
林
美
惠
・
山
本
千
登
美
・
中
谷
幸
子

（
平
・
吉
見
）　　
　
　
　
　
　
　
　

桑
添
育
子

（
動
木
・
樫
河
池
）

　
　
　

増
田
和
子
・
芝
﨑
由
紀
子
・
西
野
邦
子

（
緑
ヶ
丘
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
博
子

（
希
望
ヶ
丘
）　　
　
　
　
　
　
　

杉
本
美
惠
子

（
小
畑
）

　
　

森
田
里
美
・
橋
本
あ
や
み
・
稲
田
妃
佐
子

（
柴
目
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
木
仁
美

（
長
谷
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田
た
か
子

（
吉
野
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
田
明
子

（
福
井
・
坂
本
）　　
　
　
　
　
　
　

西
谷
眞
里

（
奥
佐
々
・
中
田
・
梅
本
）　　
　

西
浦
幸
千
代

（
西
野
・
東
野
）　　
　
　
　
　
　
　

溝
上
久
美

（
松
瀬
・
釜
滝
・
国
木
原
）　　
　
　

前
村
久
美

（
永
谷
・
福
田
）　　
　
　
　
　
　
　

恩
地
弘
子

（
神
野
市
場
・
樋
下
）　　
　
　
　
　

道
浦
英
美

（
箕
六
・
野
中
・
安
井
・
南
畑
）　　

峠
し
げ
み

（
上
ケ
井
・
三
尾
川
・
大
角
・
津
川
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梶
谷
智
恵
美

（
鎌
滝
・
明
添
・
赤
木
・
高
畑
・
桂
瀬
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
部
屋
清
子

（
今
西
・
松
ケ
峯
・
菅
沢
）　　
　
　

横
出
稔
子

（
谷
・
田
・
中
・
滝
ノ
川
）　　
　
　

古
梅
幸
子

（
毛
原
下
・
小
西
・
毛
原
中
・
毛
原
宮
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

向
井
中
貴
美

（
毛
原
上
・
長
谷
宮
）　　
　
　
　

炭
家
く
に
子

（
井
堰
・
蓑
垣
内
・
真
国
宮
・
蓑
津
呂
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
田
喜
代
美

（
花
野
原
・
初
生
谷
・
北
野
・
円
明
寺
・

勝
谷
・
四
郷
）　　
　
　
　
　
　

上
北
よ
し
え

（
平
成
30
年
３
月
末
ま
で
）

紀
美
野
町
で
は
、
海
南
市
や
関
係
機
関
と
協

力
し
、
病
気
や
障
害
な
ど
に
関
わ
ら
ず
住
み
慣

れ
た
地
域
で
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
仕
組
み
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
３
月
18
日
に
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
講

演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

紀
美
野
町
か
ら
は
、
の
か
み
訪
問
看
護
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
谷
口
看
護
師
が
「
最
後
ま
で
在

宅
で
看
取
り
た
い
、
最
後
ま
で
は
無
理
で
も
で

き
る
限
り
は
在
宅
で
居
た
い
、
な
ど
本
人
や
家

族
の
要
望
に
合
わ
せ
て
訪
問
看
護
が
支
援
で
き

ま
す
」
な
ど
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
に
は

訪
問
看
護
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
の
療
養
を
支

え
る
職
種
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

　
「
社
会
資
源
リ
ス
ト
」
と
し
て
、
地
域
で
使

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
し
た
冊
子
も
保
健
福
祉

課
に
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
入
用
の
方
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

保
健
福
祉
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
９
９
６
０

紀
美
野
町
で
は
、
多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

を
活
用
し
て
地
域
の
共
同
活
動
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
と
は
、
農
地
・
農

道
・
水
路
等
の
地
域
資
源
を
守
る
為
の
共
同
活

動
を
支
援
す
る
国
の
制
度
で
す
。

大
角
地
域
保
全
会
で
は
、
農
地
を
活
用
し
た

植
栽
活
動
を
行
い
良
好
な
農
村
景
観
の
維
持
を

図
る
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

放水訓練の様子

冬の農地に景観植物として作付したレンゲの花
植栽活動として、地域の子ども
たちと花を植えました。
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★遊びの教室のご案内
　○コアラ（生後１年６か月～入園・入所まで）　　4月 11 日（火）9時 30 分～ 11 時 30 分　総合福祉センター2階
　○カンガルー（生後5か月～１年６か月頃まで）　4月 27 日（木）9時 30 分～ 11 時　　　 総合福祉センター2階
　※初めて参加される方は、子育て支援センター（総合福祉センター内）まで申込みよろしくお願いします。
★子育て支援センター開放のご案内
　親子、友達との遊び場として、ご活用ください。（対象）紀美野町在住の子どもと保護者
　○子育て支援センター：月曜日～金曜日（土・日・祝は休み）　（９時～ 12 時・13 時～ 16 時）
　　（総合福祉センター内） 　　4月 10 日（月）・『野いちごの会』による絵本の読み聞かせ　10 時 30 分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・栄養士による栄養相談　午前中
　　　　　　　　　　　　　 　4月 18 日（火）・ALTと遊ぼう　14 時 30 分～
★育児相談のお知らせ
　　子育て支援センター・きみのこども園・神野保育所では、育児相談を随時行っています。
　※保育士資格を持った職員が、子育てに関する悩み事等、個別に面談・電話・訪問相談を行います。	
　　お越しいただくか、お電話にて気軽に子育て支援センターまでお問い合わせください。
■問い合わせ・申し込み　子育て支援センター（総合福祉センター内）　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

保健・福祉だより
平成29年度衛生カレンダーもご覧ください。今月各戸配布しています。

子育て支援センターからのお知らせ　※４月から子育て支援センターは総合福祉センター２階に移転しました。

健康相談のお知らせ（4月の日程）

〔連絡先〕　平日（８時 30 分～ 17 時 15 分）℡ ０７３‐４８９‐９９６０
　　　　　休日・夜間（17 時 15 分以降）　 ℡ ０７３‐４８９‐２４３０

●保健福祉・介護などの総合相談窓口　地域包括支援センター（保健福祉課内）

〔場　所〕総合福祉センター
〔メール〕houkatu@town.kimino.lg.jp

■場　所：総合福祉センター
■と　き：毎週水曜日　5 日、12 日、19 日、26 日
■時　間：９時～ 11 時
■対象者：住民すべての方
■内　容：健康に関することすべて
　　　　　・乳幼児の相談 ・離乳食の相談 ・健診結果の相談　等

保健師・栄養士が各種健診結果を説明します。自分の健康状
態を知り、今後のよりよい生活につなげましょう。生活改善に
関心のある方は、保健師・栄養士が相談に応じますので、お気
軽にお問い合わせください。

★母子健康手帳・健康手帳・健康ファイルをお持ちの方は、必
ず持ってきてください。
★ご希望により血圧測定・検尿・体脂肪測定・骨密度測定もお
こないます。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

参加者募集！
健康アップ・チャレンジ教室のお知らせ
この教室は、トレーニングマシンを使用し、軽い負荷で

身体を動かすことで、老化や障害により動かさなくなった
関節の動作性を改善しようとするものです。健康運動指導
士が運動の方法を楽しく教えてくれます！
■内　容：ストレッチ・筋力トレーニング　等
■対象者：概ね65歳以上で、要介護認定のない方及び
　　　　　主治医から運動を止められていない方 
■開催日：毎週火曜日
　　　　　（毎月第１火曜日からスタート）
■場　所：総合福祉センター２階
　　　　　トレーニングルーム
■時　間：９時30分～ 11時30分
■期　間：３か月
■定　員：12人

■問い合わせ・申し込み　
　保健福祉課　℡ ０７３－４８９－９９６０

平均寿命が延びるなか、健康に暮らし続けるための「健康寿命」も伸ばしましょう。いつまでも、元気に暮らしていく
ために、“健康の源”食生活を今一度ふり返ってみませんか。
この教室は、毎月１回開催します。講話及び、調理実習と試食もあります。お気軽にご参加ください。

４月の予定
■日　　　時　平成29年４月19日（水）
　　　　　　　９時30分～ 13時
■場　　　所　紀美野町総合福祉センター
■定　　　員　20人
■申 込 締 切　４月12日（水）
■用意する物　エプロン、食材料費（３００円）
■問い合わせ・申し込み　保健福祉課　℡ ０７３－４８９－９９６０

平成29年度　介護予防講座　〜 65歳からの健康づくり教室のお知らせ〜

■４月の講座内容
・栄養バランスを考えて食べましょう
・あなたのお口は大丈夫？
・加齢について知りましょう
・調理実習

参加者がトレーニングマシ
ンを使用している様子
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海　南　保　健　所　だ　よ　り
事業名 対　象　・　内容等 日　　時

ク リ ニ ッ ク
（健康診断書発行）

健康診断書の作成等を行います。（予約制）
・尿検査、血液検査がある場合は朝食を抜いてお越しください。
・診断書発行の場合、実施できない内容もあるため、予約時にご相談ください。

４月 10 日（月）・24 日（月）
　　９時 30 分～ 10 時 30 分（受付）

エ イ ズ 検 査
肝炎ウイルス検査 検査の結果は、次回のクリニック時に本人にお知らせします。（予約制）

検 便
（腸内細菌検査）

・予約は必要ありません。（事前に容器をお渡ししますので保健所まで受
け取りにお越しください。)

・検査できる項目　赤痢、サルモネラ、O-157、チフス、パラチフス

こころの健康相談
こころの健康に不安を持つ方やその家族で相談を希望される方には、精
神科医師が相談に応じます。（予約制）
※他の日は精神保健福祉相談員が相談に応じます。

4 月 12 日（水）・26 日（水）
　　13 時 30 分～

骨 髄 バ ン ク
登 録 検 査

骨髄提供者（ドナー）の登録をするための血液検査と登録手続きを行
います。（予約制）

４月 10 日（月）・24 日（月）
　　10 時 30 分～ 11 時 30 分

医 療 安 全 相 談 医療に関する各種相談に応じます。 月曜日～金曜日（祝日除く）

エイズ即日検査 検査結果は約１時間後（確認検査が必要と判断された場合は約２
週間後）にお知らせします。（予約制）

4 月 24 日（月）
　　17 時～ 19 時

生まれつき聴力に問題をもつ赤ちゃんは、1,000人に１～２人と言われています。早く発見し、適切な治療・援助をして
あげることが、言葉の発達の上でも大切です。そこで、紀美野町では平成29年度より、新生児期に受けた聴覚検査費用の
一部を助成します。目的や方法を理解していただき、検査を受けていただきますようよろしくお願いいたします。

◆助成対象者　●平成29年４月1日以降に生まれた子の保護者　
　　　　　　　※ただし、検査を受けた日及び申請日において、保護者と子が紀美野町に住民登録があること

◆検 査 方 法　●ＯＡＥ（耳音響放射検査）　または
　　　　　　　●ＡＡＢＲ（自動聴性脳幹反応検査）

◆助　成　額　●上限　5,000円／回
　　　　　　　※原則初回検査のみですが、初回検査において「リファー（要再検）」と
　　　　　　　　なった場合、確認検査（１回分）の費用の一部も助成します。

詳しくはホームページをご覧いただくか下記までお問い合わせください。
■問い合わせ　保健福祉課　℡　０７３‐４８９‐９９６０

新生児聴覚検査費用の一部を助成します！

■問い合わせ・申し込み　海南保健所　　　　　　　　海南市大野中９３９番地　℡ ０７３‐４８２‐０６００

献血のお知らせ
献血にご協力お願いします	
　　■日時：４月５日（水）　13時30分～16時 30分
　　■場所：野上工業団地（前田鉄工株式会社前）

■国保特定健診対象者：40～74歳の紀美野町国保加入者。健診の際は受診券をご持参ください。
　（※社会保険被保険者の方の特定健診受診方法については、それぞれの医療保険者にご確認ください。）	
■各 が ん 検 診 対 象 者：胃がん・大腸がん・肺がん・乳がん（女性のみ）は40歳以上
　　　　　　　　　　　　　子宮頸がんは20歳以上女性　
■肝炎ウイルス検診対象者：年度中40歳になる方、41歳以上でB型またはC型の肝炎ウイルスの検診を受けたことが
　　　　　　　　　　　　　ない方。
　　　　　　　　　　　　　集団・個別健診のいずれで受ける場合も、事前に保健福祉課にお申し込みください。

■問い合わせ　保健福祉課　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

集団健診・個別健診の詳細については、４月に配布する衛生カレンダー、またはホームページをご覧ください。

特定健診、がん検診は集団健診または個別健診のいずれかで、年１回無料で受診できます。
年に１回（乳がんは２年に１回）はあなたの大切な体の健康チェックをしましょう！！

平成29年度　特定健診･がん検診･肝炎ウイルス検診のご案内
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有害鳥獣捕獲事業についてのお知らせ
　イノシシ等の農作物等への被害対策とし、紀美野町猟友会が紀美野町全域で有害鳥獣捕獲許可期間内
に捕獲活動を実施します。現在の有害鳥獣捕獲許可期間と今後の予定は下記のとおりです。捕獲の際には、
くくりわな・檻・銃器等を使用し、活動を行います。また、昨年の捕獲実績は下記のとおりです。

■問い合わせ　産業課　℡ ０７３‐４８９‐５９０１

平成28年度紀美野町猟友会捕獲実績
実施期間　平成28年３月16日～ 12月28日

現在の有害捕獲許可・今後の予定

対象鳥獣 捕　獲　期　間 捕獲方法

現
在
実
施
中

イノシシ
ニホンジカ

～平成29年9月30日
（今後も継続して許可予定）

銃器・檻・
くくりわな

カラス ～平成29年４月1７日
（今後も継続して許可予定） 銃器

カワウ ～平成29年5月31日 銃器

鳥獣名 捕獲数

イノシシ 902

ニホンジカ 129

カラス 28

カワウ 0

■作業日時　平成29年４月10日（月）23時55分～
　　　　　　　　　　　　　　11日（火）６時30分
　※天候により1日延期する場合があります。時間
は変わりません。

■作業地区　小畑、動木、下佐々、吉野、高畑、桂
瀬、今西、松ケ峯、菅沢、田、谷、中、
滝ノ川、毛原下、小西、毛原中、毛原
宮、毛原上、長谷宮、花野原、初生谷、
北野、円明寺、勝谷、四郷

　※上記の地区内でも、場所によっては影響を受け
ないところもあります。
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紀美野町では、家庭から出る生ごみの減量化及び資源の有効利用を目的に、家庭用生ごみ処理機器（電気式又はコンポ
スト）を購入設置される場合を対象とした補助制度を実施しています。
補助の概要は次のとおりです。

　申請に必要な書類等は、住民課及び美里支所住民室にご用意しております。また、紀美野町役場のホームページ（http://
www.town.kimino.wakayama.jp）からもダウンロードできます。
　購入を予定されている方は、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ　住民課　℡０７３‐４８９‐５９０３　　美里支所住民室　℡ ０７３‐４９５‐３４６４

【補助の概要】
補 助 対 象 機 器 電気式生ごみ処理機（ディスポーザータイプは除く。） 生ごみ処理容器（密閉式・埋め込み式）

補助対象機器数 1世帯あたり1台（耐用年数5年経過で買替も対象） 1世帯あたり2器まで（耐用年数5年経過で買替も対象）

補 助 金 の 額 購入金額の１／２（上限30,000円） 購入金額の１／２（1器あたり上限5,000円）

平成29年度の合併浄化槽設置補助金の申し込み受付を４月から開始します。専用住宅及び小規模な店舗等との併用住
宅（基準有り）について合併浄化槽の設置を予定されている方で、町要綱（HP参照）に準じて施工し、平成30年３月末
までに必ず設置工事を完了できる方に補助金を交付します。

平成29年度より浄化槽管理講習会（浄化槽のお手入れ、管理方法についての講習会）の受講が必要です。詳細は後日
お知らせします。

下記手当の支給額は、毎年の消費者物価指数に連動して改定されることになっており、平成28年平均の全国消費者物
価指数の対前年比変動率（▲0.1％）をもとに下記のとおり各手当支給額が変更されました。

（月額）

平成29年
３月分まで

平成29年
４月分から

児童扶養手当　

　

第１子
全部支給 42,330円 42,290円
一部支給 42,320～ 9,990円 42,280～ 9,980円

第２子
全部支給 10,000円 9,990円
一部支給 9,990～ 5,000円 9,980～ 5,000円

第３子
以降

全部支給 6,000円 5,990円
一部支給 5,990～ 3,000円 5,980～ 3,000円

（月額）

平成29年
３月分まで

平成29年
４月分から

特別児童扶養手当
１級 51,500円 51,450円
２級 34,300円 34,270円

特別障害者手当 26,830円 26,810円
障害児福祉手当 14,600円 14,580円

その他不明な点及び詳細については、下記までお問い合わせください。
■問い合わせ　建設課　℡ ０７３‐４８９‐５９０４

■問い合わせ　　保健福祉課　　℡ ０７３‐４８９‐９９６０

【受付期間】４月３日（月）～11月24日（金）
先着順とし、予算がなくなり次第終了します。

【補助金額】

５ 人 槽 332,000円

６ ～ ７ 人 槽 414,000円

８ 人 槽 以 上 548,000円

撤 去 費 限 度 額 90,000円

【そ の 他】・この事業は国の補助金を受けて行う事業ですので交付金内示日以前に着工した浄化槽工事については補助対
象になりません。

　　　　　・補助金額については、変動する場合があります。

家庭用生ごみ処理機器購入補助について

平成29年度合併浄化槽設置補助金について

４月から児童扶養手当、特別児童扶養手当、
特別障害者手当等の手当額が変わります。

※既存単独処理浄化槽の撤去を伴う工事の場合は、撤去費用が補助（限
度額90,000円）の対象になります。ただし、既存単独処理浄化槽を
埋め戻した場合、最終清掃を行わなかった場合、撤去した浄化槽を最
終処分場において処分しなかった場合は、補助の対象となりません。
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《農業者の皆さんへ》「平成29年度紀美野町農業経営支援事業」募集のお知らせ
　この事業は、町の農業経営の振興を目的として、個人又はグループが平成29年４月１日～平成30年３月30日
に行う下記事業に対し予算の範囲内で補助金を交付するものです。なお事業を実施しようとする方は、運用により定
めている事業計画書、見積書、通帳写し、写真等の書類の提出が必要となります。納税証明書はすべての事業に必要
です。詳細については、役場産業課（℡ ０７３‐４８９‐５９０１）へお問い合わせください。
＊申請の募集期限が11月 30日締切のメニューについては、原則平成30年２月末までに事業を完了し、領収書、
写真等の必要書類をすべて提出してください。

13頁　下部に続きます。

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集
期限

農地の改良等（工事費） 基盤（擁壁等含む）
区画整備・フラット化

農園地面積10ａ以上、
2戸以上の団体 1/3以内 1団体あたり50万円以内

平
成
29
年
４
月
１
日
～
11
月
30
日

果樹、野菜、花き園地
の施設化（資材費） パイプハウス等施設化

栽培面積1a以上、2戸
以上の団体（ハウス内
設備は対象外）

1/3以内 1団体あたり50万円以内

果樹園、水田、畑地の
防除施設及びかん水施
設整備（資材費）

防除タンク・かん水
チューブ・スプリン
クラー

2戸以上の団体 1/3以内 1団体あたり50万円以内

イノシシ捕獲檻の
製作、購入（購入費） ─── わな猟免許取得者 1/2以内 １基あたり３万円以内

農作物被害防止施設
整備（資材費）

防護柵・電気柵等の
資材費 ─── 1/3以内

1ｍあたり300円以内
申請者あての領収書（資材の明細記入
のもの、レシート不可。）、納税証明書、
資材及び施工前後写真添付

高品質生産対策
(マルチ資材費)
※JAながみね経由

対象作物：柿、みかん ─── 1/10以内 ───

農業機械整備（購入費） 農業機械を購入し作
業の効率を上げる

直接農作業に係る動力
式農業機械を購入した
町内農業者（トラック・
中古農業機械・修理に
よる動力機械の取替え
は対象外）

1/10以内

１農家あたり１機のみ１機10万円以
上の直接農作業に係る動力式農業機械
を購入した費用に対して１0万円以内
カタログ、納品書、申請者あての領収
書（レシート不可。）、納税証明書及び
納品の写真添付

農薬購入費

農薬購入を補助する
ことにより、農家の
負担軽減及び意欲向
上を図る

個人の町で認定された
認定農業者又は認定新
規就農者（認定就農者）

５/100以内

１農家あたり１年度１回とし、町内に
事業所を有する農薬販売事業者から購
入した農薬購入費（除草剤等除く）で
募集期間内に購入した費用に対して
３万円以内

農産物出荷等機械整備
（購入費）

農産物の出荷等機械
を購入し作業の効率
を上げる

農産物出荷等に係る機械
を購入した町内農業者 1/10以内

１農家あたり１機のみ１機10万円以
上の動力式農産物出荷等機械を購入し
た費用に対して１０万円以内
カタログ、納品書、申請者あての領収
書（レシート不可。）、納品の写真添付、
整備した年度の納税証明書及び確定申
告書又は町民税申告書の写し添付

６次産業化支援
（商品化等）

６次産業化の取り組
み（人件費、旅費等
は除く）を促進する

町内で６次産業化に取り
組む町で認定された認定
農業者又は認定就農者
（認定新規就農者）等

１/3以内

１農家あたり１年度１回とし、６次産
業化の取り組み（人件費、旅費等は除
く）に係る新たな商品開発に要する経
費、既存商品の改善又は改良に要する
経費及びそれらに付帯して必要となる
商品の販売拡大・販売促進に要する経
費に対して１０万円以内
計画書、開発した商品又は既存商品の
写真、納品書及び領収書、取り組み年
度の確定申告書又は町民税申告書の写
し等添付

被覆植物資材費
畦畔等法面を被覆植
物で覆うための資材
費

─── １/10以内
１農家あたり１年度1回とし、畦畔等
法面を覆う被覆植物の購入費用に対し
て３万円以内
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※補助金の支払いは、平成29年9月30日までに申請及び実績報告書を提出した方には、同年12月末までに補助
金を交付します。それ以後の方は、翌年3月以降となります。

コミュニティバス（ふれあい号）一部の路線、区間で事前予約が必要になります！
（平成29年４月１日（土）より）

４月１日（土）から以下の場合には、事前に電話で
の予約が必要になります。コミバス予約センター（大
十バス株式会社内　℡ ０７３‐４８９－２７５１）ま
で電話予約をお願いします。
　①【三尾川・上ケ井・箕六線】を利用する場合
　②【永谷線】を利用する場合
　③【真国・志賀野線】のバス停「薬師口」から
　　「鳥居峠」の間の町道区間で乗降する場合

■問い合わせ　総務課　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２４３０
■予約の受付　コミバス予約センター（大十バス株式会社内） 　℡ ０７３ ‐ ４８９ ‐ ２７５１

　予約は、利用したい日の２週間前から前日までの土・
日・祝日を除く平日（９時～ 17時）に行ってください。
　なお、４月１日（土）及び３日（月）のバス利用は、
３月31日（金）までに予約を
していただく必要があります
のでご注意ください。
　事前予約についての詳細
は、３月に各戸配布しており
ますチラシをご覧ください。

平成29年度国民年金保険料について
◆国民年金保険料の金額について
　　平成29年度の国民年金保険料額は、月額16,490円となりました。
　　平成29年度の国民年金保険料額は、国民年金法第87条において16,900円とされていますが、
平成16年度からの物価と賃金の変動に基づく平成29年度の保険料改定率0.976を乗じることによ
り、16,490円となりました。

◆まだ間に合う前納制度（保険料の前払い）について
　　平成29年４月から現金（納付書）納付でも２年前納を行うことが可能となりました。現金納付で
保険料を前納した場合、毎月払いと比べて２年前納なら14,400円、１年前納なら3,510円の割引
となり、６か月前納でも800円の割引になります。納付書の発行についてはお近くの年金事務所まで
お申し出ください。（平成29年４月～平成31年３月までの前納期限は５月１日です。）
　　また、年度途中で新たに１号被保険者になった方も、任意の月から翌年度３月分まで納付書でお納
めいただくことが可能です。
注）30万円を超える納付書は「コンビニエンスストア」では利用できません。金融機関等でお納めいた

だくため、営業日等にご留意願います。

■問い合わせ　　住民課　　　　　℡ ０７３－４８９－５９０３
　　　　　　　　美里支所住民室　℡ ０７３－４９５－３４６４
　　　　　　　　和歌山西年金事務所お客様相談室　℡ ０７３－４４７－１６６０

事業の種類 具体的内容 対象者（基準） 補助率 補助限度額 募集
期間

遊休農地解消対策 遊休農地の解消を行う

遊休農地１a以上を3年以上借受
又は取得して生産活動の継続を
行う農業者(移転後１年以内)
＊概ね2年以上の遊休農地対象

1ａあたり
５千円

1農家あたり年間15万円以内（初年
度のみ）耕作前後写真添付

　

平
成
29
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
　
　

平
成
30
年
３
月
30
日

農地集積推進
（賃借料,取得費）

農地を借り受け及び
取得して規模拡大を
行う

町で認定された認定農業者ま
たは初回申請時49歳以下の
農業者

1/3以内 1人あたり年間10万円以内（賃借は補
助期間最長3年、取得は取得年度のみ）

農地活性化
奨励補助

農業者等に対する農
用地の集積を積極的
に行う

農地面積１a以上で、利用権設定中
に生産活動の継続を条件とし、農業
委員会にて利用権設定をした町内農
用地を貸付けた者（法人を除く）

１aあたり
1,000円

農業委員会にて利用権設定期間３年以
上及び賃貸借・使用賃借契約書を作成
している貸付けで１農家当たり10万
円以内

６次産業化支援
（整備等）

農産物の洗浄・加工・
貯蔵機械を購入し、
町内で６次産業に取
り組む農業者

町内で6次産業化に取り組む
個人の町で認定された認定農
業者又は認定新規就農者（認
定就農者）

１/３以内

１農家あたり１年度１回とし、１機50万
円以上の農作物の洗浄・加工・貯蔵機械を
購入した費用に対して30万円以内
整備年度の確定申告又は町民税申告の写
しを添付
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第
12
回 

紀
美
野
町
文
化
協
会
展

４
月
15
日（
土
）
16
日（
日
）
中
央
公
民
館

■
展
示
会

　

15
日
・
16
日 

９
時
～
17
時

　
（
16
日
は
16
時
ま
で
）

　

写
真
・
洋
画
・
短
歌
・
ち
ぎ
り

絵
・
陶
芸
・
木
彫
り

■
体
験
コ
ー
ナ
ー

　

15
日　

※
各
コ
ー
ナ
ー
に
よ
り

時
間
が
異
な
り
ま
す
。

　

陶
芸
土
鈴
作
り
・
囲
碁
対
局
体

験
・
ち
ぎ
り
絵
で
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
作
り
・
写
真
何
で
も
相
談
・

自
画
像
写
真
撮
影

■
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

　

16
日　

10
時
30
分
～

　

大
正
琴
・
詩
吟
・
歌
謡
・
舞
踊

■
茶
席
（
お
茶
代
１
０
０
円
）

　

15
日
・
16
日　

10
時
～
15
時

　
（
お
菓
子
が
な
く
な
り
次
第
終
了
）

※
文
化
協
会
の
会
員
募
集
‼

　

あ
な
た
も
楽
し
い
活
動
に
参
加

し
て
友
達
の
輪
を
広
め
て
い
き

ま
せ
ん
か
。

　
（
年
会
費
１
人
１
，０
０
０
円
）

■
問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
室

第
11
回
き
み
の
児
童
合
唱
団

定
期
演
奏
会

じ
ど
う
か
ん
料
理
教
室

４
月
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
天
文
教
室

「
水
星
の
形
を
撮
ろ
う
！
」

■
日
時　

４
月
９
日
（
日
）

　

13
時
30
分
～
（
開
場
30
分
前
）

■
場
所　

中
央
公
民
館

　
　

合
唱
の
ほ
か
に
、
音
楽
物
語

「
き
つ
ね
の
お
き
ゃ
く
さ
ま
」

も
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
練
習
の
成
果
を
十
分
発

揮
で
き
る
よ
う
心
を
こ
め
て
頑

張
り
ま
す
。

　
　

ま
た
当
日
は
、
海
南
児
童
合

唱
団
・
町
民
コ
ー
ラ
ス
「
リ
リ

ア
ン
コ
ー
ル
き
み
の
」
の
皆
さ

ま
に
も
共
演
い
た
だ
き
ま
す
。

■
主
な
曲
目

　
「
海
を
越
え
る
夢
を
見
た
」「
糸
」

「
ジ
ブ
リ
メ
ド
レ
ー
」
他

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

　

和
菓
子
で
「
こ
い
の
ぼ
り
」
と

「
か
ぶ
と
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
15
日
（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

■
場
所

　

中
央
公
民
館　

調
理
実
習
室

■
講
師

　
「
紫
香
庵
」
須
賀
良
知
さ
ん

　
（
和
歌
山
市
）

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角

巾
・
タ
オ
ル
・
マ
ス
ク
・
す
い

と
う
・
上
ぐ
つ

■
参
加
費　

３
０
０
円

■
対
象　

小
学
生
・
保
育
園
児
及

び
保
護
者
の
方
（
保
育
園
児
は

保
護
者
の
方
と
一
緒
に
参
加
お

願
い
し
ま
す
。）

※
先
着
30
名
ま
で

■
申
し
込
み　

４
月
７
日
（
金
）

　

ま
で
に
青
少
年
セ
ン
タ
ー
へ

　
（
℡
０
７
３
‐
４
８
９
‐
５
９
０
９
）

■
日
時

　

４
月
１
日
（
土
）、
２
日
（
日
）

　

17
時
30
分
～
19
時

　
（
日
没
直
後
の
撮
影
で
す
）

■
場
所　

み
さ
と
天
文
台

■
参
加　

無
料
、
事
前
申
込
不
要

■
概
要　

今
年
一
番
の
観
測
好
機

と
な
る
日
に
、
望
遠
鏡
を
使
っ

て
水
星
の
形
を
カ
メ
ラ
に
収
め

て
み
る
と
い
う
、
そ
ん
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
皆
さ
ん
も
挑
み
ま

し
ょ
う
。

■
備
考　

雨
天
の
場
合
は
撮
影
で

き
ま
せ
ん
。
曇
り
の
場
合
、
雲

の
厚
さ
に
よ
っ
て
は
撮
影
で
き

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
注
意　

水
星
を
確
実
に
撮
影
で

き
る
と
保
証
す
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
一
眼
レ
フ
カ
メ
ラ

は
対
象
外
で
す
。
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　

み
さ
と
天
文
台

今
年
も
こ
う
し
て
定

期
演
奏
会
を
開
催
で
き

る
こ
と
を
と
て
も
う
れ

し
く
思
い
ま
す
。
１
年

間
の
ま
と
め
と
な
る
発

表
で
す
。
み
ん
な
で
楽

し
く
が
ん
ば
っ
て
歌
い

ま
す
。
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○
時
間　

各
日
14
時
30
分

　
　
　
　
　
　

～
16
時
30
分

■
中
央
公
民
館

　

５
日　

ド
ミ
ノ
で
遊
ぼ
う

　

12
日　

地
図
パ
ズ
ル
を
し
よ
う

　

19
日　

本
を
読
も
う

　

26
日　

押
し
花
つ
く
り

■
文
化
セ
ン
タ
ー

　

５
日　

お
は
な
し
会 

　

12
日　

自
己
し
ょ
う
か
い

　

19
日　

カ
プ
ラ
を
し
よ
う

　

26
日　

折
り
紙
あ
そ
び

ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム

児
童
生
徒
絵
画
作
品
展
示

き
み
の
絵
が
か
ざ
ら
れ
て
い
る
よ
‼

図
書
室
だ
よ
り

～
た
く
さ
ん
読
ん
だ
よ
～
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
冊
】

　

西
隂
地
彩
可
（
小
川
小
２
年
）

【
２
０
０
冊
】

　

坂
本
心
音　
　
（
野
小
５
年
）

【
３
０
０
冊
】

　

桑
山
み
の
り
（
き
み
の
こ
ど
も
園
）

【
８
０
０
冊
】

　

九
十
九
み
ん
と
（
下
小
４
年
）

【
９
０
０
冊
】

　

九
十
九
ば
に
ら
（
下
小
６
年
）

【
１
５
０
０
冊
】

　

中
原
大
志　
　
（
野
中
２
年
）

■
新
刊
紹
介

【
中
央
公
民
館
】

「
紙
の
ピ
ア
ノ
」

　
　
　
　
　
　
　

新
堂
冬
樹　

著

「
ガ
ー
デ
ィ
ア
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　

薬
丸
岳　

著

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

　

万
一
の
事
故
に
備
え
て
、
ス

ポ
ー
ツ
安
全
保
険
へ
の
加
入
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　

団
体
活
動
を
行
う
４
人
以
上
の

方
々
で
ご
加
入
く
だ
さ
い
。

■
掛
金
例
（
１
人
あ
た
り
年
額
）

〇
中
学
生
以
下　
　
　

８
０
０
円

〇
大
人　
　
　
　

１
，８
５
０
円

〇
65
歳
以
上
の
団
体

　
　
　
　
　
　
　

１
，２
０
０
円

〇
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
地
域

活
動
の
団
体　
　
　

８
０
０
円

■
対
象
と
な
る
事
故

　

団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団
体

活
動
中
の
事
故
、
通
常
の
経
路

往
復
中
の
事
故

■
保
険
期
間

　

平
成
29
年
４
月
１
日
０
時
よ
り

平
成
30
年
３
月
31
日
12
時
ま
で

※
但
し
途
中
加
入
に
つ
い
て
は
、

加
入
手
続
き
日
の
翌
日
０
時
よ

り
有
効

■
申
し
込
み　

随
時
受
付
。ま
た
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
で
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

中
央
公
民
館

■
展
示
期
間

　

３
月
１
日
～
６
月
30
日

■
展
示
場
所

　

中
央
公
民
館
・
文
化
セ
ン
タ
ー
・

　

役
場
本
庁
・
美
里
支
所

【
き
み
の
こ
ど
も
園
】

　

た
ぶ
せ
な
な
と
・
こ
や
な
ぎ
ゆ
う

せ
い
・
な
か
た
に
し
ん
・
せ
ば
た

ゆ
か
・
に
し
む
ら
し
ょ
う
ま
・
く

ぼ
は
る
き
・
な
か
は
げ
さ
ら
・
て

ら
だ
ゆ
う

【
神
野
保
育
所
】

　

に
し
う
え
り
ゅ
う
せ
い
・
し
も
が

い
と
く
る
み
・
な
か
ま
え
ゆ
り

【
野
上
小
学
校
】

　

土
田
琉
生
・
道
上
心
菜
・
井
上
一

心
・
穂
谷
早
輝
・
赤
阪
陽
・
加
納

沙
誉
子
・
田
伏
宇
宙
・
土
井
加
雅

里
・
寺
本
光
希
・
穂
谷
明
澄
・
小

川
和
麿
・
向
江
嵩
頼

【
小
川
小
学
校
】

　

坂
口
太
一
・
西
隂
地
彩
可
・
ア
レ

ン
璃
己
・
奥
結
季
葡
・
小
川
巧
貴
・

坂
口
巧

【
下
神
野
小
学
校
】

　

前
田
蓮
・
井
谷
梓
葉
・
西
門
雄
大
・

鞍
歩
夢
・
新
谷
優
実
・
坂
口
琳
基

【
毛
原
小
学
校
】

　

田
村
誉
・
又
野
勇
万
・
田
村
聖

【
野
上
中
学
校
】

　

唐
門
紘
・
道
上
晴
斗
・
山
本
剛
祐
・

貝
野
凜
乃
・
静
川
桃
音
・
藤
々
木

寿
朱
・
前
部
屋
光
玖
・
横
山
桃
花
・

塚
田
進
介
・
中
西
祥
太
郎
・
山
﨑

優
斗
・
今
出
唯
月
・
栗
山
悠
耶
・

小
椋
有
紗
・
西
井
華
心

「
人
生
は
曇
り
と
き
ど
き
晴
れ
が

ち
ょ
う
ど
い
い
」

　
　
　
　
　
　
　

斎
藤
茂
太　

著

「
毎
日
が
し
あ
わ
せ
に
な
る
は
ち

み
つ
生
活
」

　
　
　
　
　
　
　

木
村
幸
子　

著

「
と
も
だ
ち
な
ん
か
い
ら
な
い
」

　
　
　
　
　

喜
湯
本
の
ず
み　

作

「
サ
ミ
ー
と
サ
ル
ル
の
は
じ
め
て

の
お
ま
っ
ち
ゃ
」

　
　
　
　
　

く
す
は
ら
順
子　

作

「
お
や
す
み
、
エ
レ
ン
」

カ
ー
ル
＝
ヨ
ハ
ン
・
エ
リ
ー
ン　

著

「
天
の
川
の
ラ
ー
メ
ン
屋
」

　
　
　
　
　
　
　

富
安
陽
子　

著

「
す
き
な
じ
か
ん　

き
ら
い
な
じ

か
ん
」

　
　
　
　
　
　

宮
下
す
ず
か　

著

【
文
化
セ
ン
タ
ー
】

「
望
み
」

　
　
　
　
　
　
　

雫
井
脩
介　

著

「
恋
糸
ほ
ぐ
し
」

　
　
　
　
　
　
　

田
牧
大
和　

著

「
ス
ポ
め
し　

賢
く
食
べ
て
結
果

を
出
す
！
」

　
　
　
　
　
　
　

細
野
恵
美　

著

「
し
ょ
う
が
で
体
温
を
１
度
あ
げ

る
」

　
　
　
　
　
　
　

石
原
新
菜　

著

「
ま
た
お
こ
ら
れ
て
ん
」

　
　
　
　
　
　

石
川
え
り
こ　

作

「
お
た
か
ら
パ
ン
」

　
　
　
　
　
　

真
珠
ま
り
こ　

作

「
サ
リ
バ
ン
先
生
と
ヘ
レ
ン
」

　

デ
ボ
ラ
・
ホ
プ
キ
ン
ソ
ン　

作

「
さ
か
な
ク
ン
の
一
魚
一
会
」

　
　
　
　
　
　

さ
か
な
ク
ン　

作

紀美野町で春の
「折り紙」を折ろう！

　紀美野町共育コミュニティ図書館ボラ
ンティア「ほんの森」の活動として読み
聞かせと、「折り紙」作りを行います。今
回も和歌山折り紙の会の宮土さんが優し
くてテンポの良い指導をしてくれますよ。
　「フー、フー、ヨット」などの春のイ
メージの折り紙を作ります。手先の器用
な方も、そうでない方も楽しめますので
お越し下さい。（参加無料）
※今回は地域サロンでの開催ですので、
会場のお間違えに気を付けてください。

■日時　４月27日（木）
　　　　13時30分～ 14時30分（予定）
■場所　紀美野町本郷集会所
■問い合わせ　
　ほんの森　谷口義彦
　（℡０９０- ８９３７- １４０２）
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紀
美
野
町
の
歴
史
と
文
化

そ
の
百
二
十
八

「
生お
い
し石

参
り
」

盆
が
終
わ
る
こ
ろ
、
紀
美
野
町
野
中
、

安
井
、
神
野
市
場
あ
た
り
の
人
々
は
生

石
山
（
標
高
８
７
０
ｍ
）
へ
登
る
行
事

を
行
っ
て
き
た
。
生

し
ょ
う

石せ
き

神
社
に
あ
る
樫

の
大
木
か
ら
枝
を
持
ち
帰
り
、
家
の
軒

先
へ
挿
し
た
り
、
田
ん
ぼ
へ
立
て
た
り

し
て
き
た
。
こ
の
行
事
は
、
生
石
参
り

と
呼
ば
れ
風
よ
け
の
祈
願
と
し
て
お
こ

な
わ
れ
、
野
中
で
は
「
風
の
日ひ

待ま
ち

」
と

い
わ
れ
て
き
た
。

地
域
の
話
に
よ
る
と
、
武
士
の
時
代

か
ら
お
こ
な
っ
て
い
た
と
い
う
。
だ
か

ら
、
少
な
く
と
も
昭
和
初
期
生
ま
れ
の

方
々
は
、
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
参
加
し

て
い
る
。
神
野
市
場
地
区
や
安
井
地
区

は
８
月
15
日
、
野
中
地
区
は
16
日
の
早

朝
に
出
か
け
た
。
野
中
・
安
井
地
区
で

は
、
集
落
の
行
事
と
し
て
行
っ
て
い
て
、

男
女
を
問
わ
ず
、
子
ど
も
か
ら
老
人
ま

で
登
っ
た
。
に
ぎ
や
か
な
行
事
で
あ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。

生
石
神
社
は
笠
石
よ
り
も
南
側
に
少

し
下
が
っ
た
山
中
に
あ
る
。
神
社
に
着

く
と
、
風
よ
け
の
祈
願
に
般
若
心
経
を

三
巻
程
度
あ
げ
た
。
若
い
衆
は
階
段

の
間
か
ら
山
へ
入
っ
て
樫
の
枝
を
採
っ

て
き
た
。
そ
の
枝
を
神
前
に
お
供
え
し

て
拝
む
。
拝
み
終
わ
る
と
、
石
段
の
下

で
参
加
者
に
分
け
た
。
そ
の
後
、
山
頂

付
近
に
あ
る
笠
石
（
弘
法
大
師
）
へ
行

き
、
広
い
と
こ
ろ
へ
座
っ
て
弁
当
を
食

べ
、
酒
を
飲
ん
だ
。

持
ち
帰
っ
た
樫
の
枝
は
、
生
石
山
に

行
か
な
か
っ
た
家
に
も
分
け
る
。
風
よ

け
に
な
る
と
い
っ
て
、
樫
の
枝
を
家
の

入
口
に
つ
け
、
田
を
持
っ
て
い
る
人
は
、

田
へ
も
立
て
た
と
い
う
。

こ
れ
だ
け
、
紹
介
す
る
と
、
限
定
的

な
珍
し
い
行
事
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
生
石
参
り
に
は
、
人
々
と
地

域
の
山
と
の
か
か
わ
り
を
示
す
重
要
な

側
面
が
表
現
さ
れ
て
い
る
。
真
国
川
流

域
に
位
置
す
る
真
国
宮
地
区
で
も
、
風

よ
け
の
た
め
生
石
参
り
を
行
い
、
樫
の

枝
を
持
ち
帰
っ
て
い
た
と
い
う
。
紀
美

野
町
西
部
か
ら
海
南
市
、
有
田
川
町
に

か
け
て
の
地
域
で
は
、
生
石
山
に
対
す

る
信
仰
が
広
が
っ
て
い
た
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。
紀
美
野
町
東
部
は
、
高
野
山

と
の
距
離
も
近
く
、
高
野
山
と
の
つ
な

が
り
が
深
い
が
、
神
野
市
場
地
区
付
近

ま
で
く
る
と
、
高
野
山
へ
の
日
帰
り
は

で
き
な
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
高
野

山
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
と
な
り
、
代

わ
っ
て
身
近
な
生
石
山
と
の
か
か
わ
り

が
増
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

生
石
山
か
ら
持
ち
帰
る
樫
の
枝
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
、
山
へ
登
っ

て
、
山
の
神
の
象
徴
で
あ
る
常
緑
樹
な

ど
を
持
ち
帰
る
習
俗
は
各
地
に
あ
る
。

高
野
山
の
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
大
峰
山
（
奈

良
県
）
の
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
愛
宕
山
（
京

都
）
の
シ
キ
ビ
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
は

現
地
の
人
々
に
よ
っ
て
販
売
さ
れ
て
い

た
も
の
で
あ
る
が
、
屋
久
島
（
鹿
児
島

県
）
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
タ
ケ
マ
イ

リ
（
岳
参
り
）
で
は
集
落
の
人
々
が

自
分
で
手
折
っ
た
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
枝
を

持
ち
帰
っ
た
。
タ
ケ
マ
イ
リ
と
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
集
落
か
ら
春
や
秋
に
奥
岳
と

呼
ば
れ
る
島
の
中
心
部
の
山
岳
地
帯
に

登
っ
て
、
集
落
の
安
全
な
ど
を
祈
願
す

る
行
事
で
あ
る
。
紀
美
野
町
の
生
石
参

り
で
樫
の
枝
を
持
ち
帰
る
の
は
こ
の
事

例
に
近
い
。
生
石
参
り
に
は
、
地
域
の

素
朴
な
山
の
信
仰
が
う
か
が
え
る
の
で

あ
る
。

（
中
世
の
村
を
あ
る
く　

―
紀
美
野
町

の
歴
史
と
文
化
―　

よ
り
）

■
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会

　

３
月
12
日
（
日
）
ふ
れ
あ
い
公

園
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て
チ
ャ
ン

ピ
オ
ン
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。（
参
加
者
１
５
０
名
）

【
男
性
の
部
】

（
優
勝
決
定
は
プ
レ
ー
オ
フ
）

優　

勝　

原　
　

利
治
（
下
佐
々
109
）

準
優
勝　

林　
　

照
也
（
紀
の
川
市
109
）

第
３
位　

小
田
川
正
二
（
紀
の
川
市
109
）

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

花
田　

洋
子
（
下
佐
々
111
）

準
優
勝　

楠
根
ツ
ヤ
子
（
岩
出
市
113
）

第
３
位　

松
本　

春
子
（
岸
和
田
市
113
）

（　

）
内
は
住
所
と
ス
コ
ア

（
敬
称
略
）

■
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

２
月
19
日（
日
）農
村
セ
ン
タ
ー

ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
場
に
て
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
シ
ッ
プ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。（
参
加
者
54
名
）

【
男
性
の
部
】

優　

勝　

吉
田　

頴
弘
（
毛
原
中
102
）

準
優
勝　

石
谷　

茂
昭
（
和
歌
山
市
106
）

第
３
位　

南
條　

俊
樹
（
毛
原
宮
110
）

【
女
性
の
部
】

優　

勝　

池
本
タ
マ
ミ
（
福　

井
102
）

準
優
勝　

川
畑
ま
さ
子
（
和
歌
山
市
106
）

第
３
位　

中　
　

時
子
（
永　

谷
109
）

　

漉
き
和
紙
の
ル
ー
ツ
（
日
本
最

古
）
が
紀
美
野
町
に
あ
る
と
判

明
、
古
文
書
に
基
づ
き
楮こ

う
ぞ

を
使
っ

た
和
紙
作
り
と
、
紙
に
ま
つ
わ
る

工
芸
・
ア
ー
ト
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
で
す
。

■
日
時　

４
月
19
日
（
水
）

　
　
　
　

９
時
30
分
～
12
時
30
分

■
場
所　

　

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
未
来
塾

平
成
28
年
度
ゲ
ー
ト
ゴ
ル
フ
・

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
大
会
結
果

『
楮ち

ょ
皮ひ

の
杜も

り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

紀
美
野
ク
ラ
フ
ト
ヴ
ァ
レ
ー
の
会
』

ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
教
室
の
ご
案
内

　ふるさと紀美野町のシンボルである生石山のススキ草
原を保護・保全するために、平成10年に当時の和歌山県
のモデル事業として組織を発足、平成15年にNPO法人の
登録をされ現在に至っています。
　生石山にはススキだけではなく、和歌山県指定の絶滅
危惧植物が約31種類あり、それらの植物を保護するため
に種を採取して苗を育て増やす活動をしています。また、
大成校舎の環境授業や親子自然塾、小川小学校のススキ
刈り取り会参加等の環境教育にも貢献しています。
■問い合わせ
　中央公民館

─ わが町サークル ─
「NPO法人生石山の大草原保存会」

■
参
加
費　

　

一
人
８
０
０
円
（
材
料
費
）

■
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
柿
渋
一
閑
張
り

・
篭
編
み
の
基
本

・
漉
き
和
紙
の
話

■
問
い
合
わ
せ

　

倉
島

　
（
℡
０
７
３
‐
４
９
５
‐
２
８
９
０
）

　
（
携
帯
電
話

　

０
９
０
‐
４
９
０
１
‐
９
６
８
４
）
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う
ど
ん
屋
の
お
や
じ
描
き
た
る
雪
景
色

　
　
　
　
　

野
上
電
車
が
停
ま
る
駅
舎
よ　
　
　
　

吉
村　
　

邦
彦

残
雪
に
陽
光
射
せ
ば
き
ら
き
ら
し

　
　
　
　
　

目
白
二
羽
来
て
枝
か
ら
枝
へ　
　
　
　

角
谷　

と
し
み

新
し
き
喜
び
の
ご
と
木
の
根
方

　
　
　
　
　

明
る
く
温
き
冬
の
陽
の
さ
す　
　
　
　

黒
西　
　

葉
子

窓
越
し
に
夕
べ
の
雑
踏
眺
め
つ
つ

　
　
　
　
　

人
待
つ
ご
と
く
珈
琲
を
呑
む　
　
　
　

河
野　
　

昭
子

残
照
に
ほ
の
か
に
見
ゆ
る
野
菜
畑

　
　
　
　
　

夜
は
け
も
の
の
遊
び
場
と
な
る　
　
　

中
浴　

た
み
代

手
入
れ
せ
ぬ
里
の
田
畑
の
荒
草
の

　
　
　
　
　

茂
る
向
こ
う
に
空
家
が
ひ
と
つ　
　
　

山
田　

ひ
ろ
子

朝
な
さ
に
笑
う
と
い
う
名
の
良
薬
を

　
　
　
　
　

飲
み
て
生
き
た
し
外と
は
春
日
和　
　
　

西
佐
古　

祐
子

か
ぼ
そ
く
も
数
多
咲
き
つ
ぐ
オ
キ
ザ
リ
ス

　
　
　
　
　

花
に
似
合
い
の
し
じ
み
蝶
舞
う　
　
　

梶
谷　

美
磋
子

猫
柳
の
鈍
色
の
芽
の
輝
き
に

　
　
　
　
　

ふ
る
里
想
ひ
谷
川
の
辺へ
を　
　
　
　
　

上
中
前　

澄
子

花
屋
に
て
山
野
草
な
ど
買
い
求
む

　
　
　
　
　

記
憶
の
底
に
在
り
し
花
ば
な　
　
　
　

寺
岡　
　

幸
子

志
願
し
て
戦
に
征
き
た
兄
の
身み
体
に

　
　
　
　
　

再
び
無
事
を
ひ
た
す
ら
祈
る　
　
　
　

小
根
田　

牧
子

美
し
き
地
球
を
映
し
し
や
ぼ
ん
玉　
　
　
　
　
　
　

湯
上　

ひ
と
み

連
弾
の
カ
ノ
ン
の
調
べ
う
ら
ら
か
に　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

貴
子

啓けい
蟄ちつ
の
一
日
を
野
良
に
過
ご
し
け
り　
　
　
　
　
　

山
本　
　

隆
之

水みず
芹ぜり
の
小
花
の
招
く
向
か
う
岸　
　
　
　
　
　
　
　

原　
　
　

和
代

延
び
す
ぎ
て
ピ
サ
の
斜
塔
や
蕗ふき
の
薹とう　
　
　
　
　
　

今
野　
　

昭
子

詩
心
の
湧
け
と
巣
箱
を
覗
き
を
り　
　
　
　
　
　
　

岩
間　
　

文
鳥

視
野
検
査
終
へ
て
広
が
る
春はる
野の
か
な　
　
　
　
　
　

馬
谷　

富
貴
子

け
ん
け
ん
で
遊
び
し
後
の
し
や
ぼ
ん
玉　
　
　
　
　

口
井　

ト
シ
子

Ｂ
Ｇ
Ｍ
シ
ョ
パ
ン
に
替
は
り
卒
業
す　
　
　
　
　
　

鈴
木　
　

惇
子

光
差
す
庭
に
ひ
と
つ
の
福
寿
草　
　
　
　
　
　
　
　

岩
根　
　

利
子

差
し
入
れ
の
う
ぐ
ひ
す
餅
や
採
点
日　
　
　
　
　
　

浦　
　
　

浩
平

歌
　
の
　
小
　
道

　「うわ、むちゃでかい」「何これ！すごい」
─みさと天文台を初めて訪れた人なら誰でも驚くのが、
ドーム内の大型望遠鏡の大きさです。
　いつか卒業アルバムを開いたときに、一緒に学んだ
友達・先生の事と同時に、紀美野の素晴らしさを思い
出してほしい─そんな思いから、大型望遠鏡をバック
に6年生全員の記念写真を撮影する企画を、地元の写真
店と下神野小学校と共同で３月３日に実施しました。
　当日は天候も良く、大
型望遠鏡で細く美しく輝
く金星が観察できまし
た。アルバムに１枚の写
真が追加できただけでな
く、金星の思い出まで持
ち帰っていただけました。
関係者のご協力に深く感
謝いたします。

　小川小学校では、朝のトレーニングの時間（10分間）
などを中心として、全校児童（16人）で「きのくにチャ
レンジランキング」に挑戦し、体力や運動能力の向上
に取り組んでいます。
　この度、「団体部門」に多数登録し取組回数が多かっ
たということで、その成果が認められて、和歌山県教
育委員会より平成28年度大賞校【後期】として表彰し
ていただきました。
　挑戦した種目としては、「みんなで一輪車リレー」「み
んなでドッジボール」「みんなでなわとび」などいろい
ろありますが、運動会でも地域の皆様に演技を披露し
ている一輪車競技に、特に力をいれてきました。
　夏休み前には一輪車に上手く乗れなかった１年生も、
上級生に手を持ってもらったり、休み時間や放課後に、
また家でも特訓をしたりと、運動会までには全員が乗
れるようになりました。
　小川小学校は全校児童16人と小さな学校ですが、地
域の方々に温かく見守られながら、みんな仲良く、勉
強に運動に毎日がんばっています。

天文台だより
『紀美野でしか撮れない記念の一枚
下神野小学校６年生 卒業前記念撮影＠天文台』

　研究員　山内 千里

学校だより
『きのくにチャレンジランキング大賞校
　　　　　【後期】として表彰されました』

　紀美野町立小川小学校

ドーム内が撮影スタジオに変身。ステージにぴったりの人数で撮影できました。

青空に輝く金星をみんなで観察
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に
か
け
た
ま
ま
外
出
し
て
し
ま
い
、
空
焚
き
と

な
っ
て
火
災
寸
前
と
な
る
事
案
が
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
事
案
は
、
煙
に
よ
り
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
感
知
器
が
作
動
し
、
付
近
に
住
む
人
が
警

報
器
の
鳴
動
に
気
づ
き
、
外
出
先
か
ら
帰
宅
し

た
住
民
が
す
ぐ
に
コ
ン
ロ
の
火
を
消
し
た
た
め
、

大
事
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
警
報
器
が
な

け
れ
ば
発
見
が
遅
れ
火
災
に
な
っ
て
い
た
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
目
的
は
、
早
期

に
火
災
を
感
知
し
て
、
火
災
に
よ
る
逃
げ
遅
れ

者
を
減
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
紀
美
野
町
火
災
予

防
条
例
第
29
条
の
３
に
は
寝
室
や
寝
室
に
つ
な

が
る
階
段
な
ど
に
設
置
す
る
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
所
や
居
間
に
は
設

置
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
し
て
お
い
た

方
が
よ
り
安
心
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
さ
れ
て
い
な
い

住
宅
に
は
、
早
期
に
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
講
習
内
容

　

⑴
心
肺
蘇
生
法
の
習
得

　

⑵
大
出
血
時
の
止
血
法
の
習
得

　

⑶
そ
の
他
応
急
手
当
に
関
す
る
こ
と

■
講
習
時
間　

９
時
～
12
時　
（
３
時
間
講
習
）

■
講
習
場
所　

紀
美
野
町
消
防
本
部

■
受
講
料　
　

無
料

■
申
込
期
限　

4
月
20
日
（
木
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み

　

紀
美
野
町
消
防
本
部　

警
防
課

　

℡ 

０
７
３
‐
４
８
９
‐
６
３
０
２

　

紀
美
野
町
下
佐
々
８
０
３
番
地
１

■
そ
の
他

・
定
員
の
都
合
上
、
日
を
改
め
て
実
施
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

・
職
場
、
学
校
、
自
治
会
等
団
体
で
の
お
申
し

込
み
は
、
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

火
災
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

『
消
し
ま
し
ょ
う　

そ
の
火
そ
の
時　

そ
の
場
所
で
』

付
近
に
目
標
物
の
無
い
場
所
で
、
１
１
９
番

通
報
時
に
通
報
場
所
を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、

左
記
写
真
の
よ
う
な
標
識
「
１
１
９
ば
ん
ポ
イ

ン
ト
カ
ー
ド
」
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
そ
の
付

近
で
１
１
９
番
通
報
す
る
際
に
は
、
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
る
番
号
を
知
ら
せ
て

い
た
だ
け
れ
ば
場
所
を
特
定
で
き
、
早
期
に
救

急
車
や
消
防
車
が
現
場
に
到
着
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

現
在
、
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
設
置
し
て
い
る

場
所
は
、「
長
谷
工
業
団
地
入
口
～
国
木
原
五

色
台
聖
苑
」、「
国
木
原
五
色
台
聖
苑
～
柴
目
鳥

居
峠
」、「
井
堰
交
差
点
～
国
木
原
新
広
田
橋
」、

「
札
立
峠
～
生
石
高
原
」、「
小
川
宮
～
坂
本
～
札

立
峠
」、「
小
川
橋
～
中
田
～
札
立
峠
」、「
小
川
小

学
校
～
梅
本
橋
」、「
谷
地
区
入
口
～
松
ケ
峯
天

文
台
」、「
生
石
山
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
（
直
登
）

【
梅
本
高
露
橋
～
生
石

高
原
】」、「
長
谷
宮
柳
生

橋
～
花
園
美
里
ト
ン
ネ

ル
」
で
す
。
今
後
は
、

順
次
設
置
場
所
を
増
や

し
て
い
く
予
定
で
す
。

平
成
29
年
２
月
某
日
、
紀
美
野
町
管
内
に
お

い
て
、
牛
乳
を
温
め
よ
う
と
鍋
を
ガ
ス
コ
ン
ロ

消
防
隊
の
消
火
活
動
に
お
い
て
必
要
な
「
水
」

は
「
消
防
水
利
」
と
呼
ば
れ
、
水
道
管
に
接
続

さ
れ
て
い
る
「
消
火
栓
」
や
地
中
に
埋
め
ら
れ

消
火
用
水
が
貯
水
さ
れ
て
い
る
「
防
火
水
槽
」

な
ど
に
分
類
さ
れ
ま
す
。
消
防
水
利
や
水
利
標

識
の
周
囲
へ
の
駐
車
は
消
防
活
動
の
妨
げ
に
な

り
ま
す
。

具
体
的
な
駐
車
禁
止
の
範
囲
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

①
消
防
用
機
械
器
具
の
置
場
若
し
く
は
消
防
用

防
火
水
槽
の
側
端
、
又
は
こ
れ
ら
の
道
路
に

接
す
る
出
入
口
か
ら
５
メ
ー
ト
ル
以
内
の
部

分
②
消
火
栓
、
指
定
消
防
水
利
の
標
識
が
設
け
ら

れ
て
い
る
位
置
、
又
は
消
防
用
防
火
水
槽
の

体
内
に
あ
る
血
液
の
約
20
％
が
急
速
に
失
わ

れ
る
と
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
と
い
う
重
篤
な
状
態

に
な
り
、
約
30
％
を
失
え
ば
生
命
に
危
険
を
及

ぼ
し
ま
す
。

止
血
法
は
、
出
血
し
て
い
る
部
位
を
直
接
圧

迫
す
る
「
直
接
圧
迫
止
血
法
」
が
基
本
と
な
り

ま
す
。

清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
な
ど
を
重
ね
て
、

傷
口
に
当
て
、
そ
の
上
か
ら
指
先
や
手
の
ひ
ら

で
強
く
圧
迫
し
ま
す
。

感
染
防
止
の
た
め
、
血
液
に
直
接
触
れ
な
い

よ
う
に
ゴ
ム
手
袋
を
使
用
し
ま
す
。
ゴ
ム
手
袋

が
な
け
れ
ば
ビ
ニ
ー
ル
袋
で
代
用
し
て
く
だ
さ

い
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
功
を
奏
し
た
事
例

消
火
栓
や
消
防
水
利
の
標
識
付
近
の

駐
車
は
や
め
よ
う
‼

『
１
１
９
ば
ん　

ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
』
に

つ
い
て

救
急
コ
ー
ナ
ー　
『
止
血
法
』

吸
水
口
若
し
く
は
吸
管
投
入
口
か
ら
５
メ
ー

ト
ル
以
内
の
部
分

2月の消防の動き
●火災発生数…0件
【事故種別搬送人員】

管　内 管　外 合　計

急 病 32（１） 32（１）

一 般 負 傷 11　 　 11　 　

交 通 事 故 1　 　 1　 　

そ の 他 5　 　 5　 　

合 計 49（１） 0 49（１）

※（　）内については、ドクターヘリ搬送

次
回
の
普
通
救
命
講
習
・
再
講

習
は
5
月
7
日
（
日
）



4月

４月のこの時期、入園・入学・入社と新しいスタートを
迎える方も多いと思います。桜の花も咲き誇り、皆様の新
生活を応援・祝福してくれています。
新生活をスタートする皆様、心新た
に頑張ってください。

編 集 後 記

今回より不定期ではありますが、いろいろな防災に関する情報を掲載させて頂くこととなりました。第１回は、
私たちの町の地震についてご紹介します。私たちの町では「活断層」は確認されていませんし「和歌山県災害記録」
を調べても地震による大きな被害記録は残されていません。そのため、地震に対しては比較的強いと思われがちです。
しかし、南海トラフ巨大地震が M9.1 規模で発生した場合は、私たちの町も震度【６弱】と想定されており、決
して安心できるものではありません。家は倒れなくても家具は倒れたりしますので、自身や家族の命を守るためにも、
寝室に家具を置かないことや大型の電化製品・家具を固定するなどの対策に取り組んでください。

４月から下記の通り、小川診療所の診療時間が変更になります。

■問い合わせ　住民課　℡ ０７３－４８９－５９０３

わがまちの防災情報 No1

■国保紀美野町小川診療所の診療時間が変わります！

●紀美野町では、主に以下のような物資を備蓄しています。
食料（保存食） 約10,225食 投光器 50台 
保存水（500ml) 約9,840本 トイレ用テント 50張 
毛布 2,341枚 消臭固化剤トイレセット 37,500個
大型テント 1張 給水袋 5,000枚
発電機 50台 間仕切り 117セット
ガソリン携行缶 50個 造水機(25㎥ /日) 2台

これまでは…
毎週　火曜日　13時～ 16時

（祝日は除く）

４月から
毎週　火曜日　９時～12時
(祝日は除く)

2017.419

紀美野町の人口
総人口……	9,327人（−11）
　男　……	4,325人 （±0）
　女　……	5,013人（−11）
世帯数……	4,375世帯（±0）

（平成29年2月末現在）　　

　紀美野町面積128.34km2

前月比

日　時 イベント名 開催場所 問い合わせ先（073）

3日（月） 11時～ 犬・ねこの飼い方講習会【9日 ( 日 )・23日 ( 日 )】 県動物愛護センター 県動物愛護センター 489−6500

7日（金） 18時～ NHK公開番組「上方演芸会」（ラジオ第1）紀美野町文化センター 紀美野町文化センター 495−9055

9日（日） 13時～ きみの児童合唱団定期演奏会 紀美野町中央公民館 生涯学習室 489−5915

12日 ( 水 )・24日（月）移動町長室 美里支所 住民室 495−3471

総務課 489−5912

15日（土） 9時～ 紀美野町文化協会展【～16日（日）】 紀美野町中央公民館 生涯学習室 489−5915

20日（木） 13時～ 行政相談【～15時】 中央公民館 総務課 489−5912

美里支所 住民室 495−3471

29日（土） 11時～ 生石高原山開き 生石高原 産業課 489−5901
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１．対象者
　■町内に住所を有し、自ら居住する住宅（店舗等との併
用住宅を含む。）に当該設備を設置しようとする方

　■町内に自ら居住するため、当該設備を設置した住宅（店
舗等との併用住宅を含む。）を新築又は購入しようと
する方で、新築又は購入後にそこに住所を有し、自ら
居住する方

　■町税の滞納がない方
　■平成30年３月20日までに工事を完了できる方

２．補助の対象となる発電設備
　■太陽電池の最大出力が10kw未満であること。
　■余った電力を電力会社に売電できるように連結してい
ること。

　■電力会社と電力需給契約を締結していること。
　■新品であること。

３．補助金額　　出力１ｋｗあたり25,000円
　　　　　　　　（最大125,000円で千円未満切捨て）

４．補助基数　　16基程度（1世帯1基に限ります。）

５．補助申請書類等
　■申請に必要な書類等は、住民課及び美里支所住民室に
ご用意しております。また、紀美野町役場のホームペー
ジからもダウンロードできます。

　※完成後の申請は受付できません。必ず着工前に申請し
てください。

６．問い合わせ・申請先
　　住民課　℡ ０７３－４８９－５９０３
　　紀美野町役場ホームページ
　　http://www.town.kimino.wakayama.jp

紀美野町では、地球温暖化防止対策の一環として、環境への負荷の少ない自然エネルギーの普及促進を図るため、住宅
用太陽光発電設備を設置する方に、予算の範囲内において補助金を交付します。
補助の概要は次のとおりです。

スマートフォンやタブレット等の無料アプリ「マチイ
ロ」を使って広報きみのを読むことができます。ぜひご利
用ください。
●「マチイロ」の主な機能
　・ページめくり、拡大縮小なども簡単にできます。
　・最新号が発行されると、アプリにお知らせが届きます。

●「マチイロ」のダウンロード方法
　スマートフォンやタブレットから「マチイロ」のホーム
ページ(http://machiiro.town/)にアクセスしアプリをダ
ウンロードするか、 App Store、Google playにて「マ
チイロ」と検索してダウンロードしてください。

※利用時の通信料や回線使用料は
　利用者の負担となります。
※「i広報紙」は平成28年９月に
　「マチイロ」に名称が変わりました。

■問い合わせ　総務課　℡ ０７３－４８９－５９１２

　平成29年3月28日に紀美野町ホームページをリニュー
アルしました。新たにスマートフォンの表示に対応し、見
やすく親しみやすいホームページとなっています。今後も
さらに充実した情報発信を行ってまいります。
ぜひご利用ください。
紀美野町ホームページ：
http://www.town.kimino.wakayama.jp/

４月６日（木）から15日（土）まで春の全国交通安全
運動が行われます。
歓送迎会やお花見でお酒を飲む機会も多くなりますが、
飲酒運転は絶対にやめましょう！
平成29年度交通安全年間スローガン入賞作品
「しない」「させない」「見ぬフリしない」

撲滅させよう　飲酒運転！

住宅用太陽光発電設備設置補助について

広報きみのを「マチイロ」でも
配信しています！

紀美野町ホームページを
リニューアルしました

春の全国交通安全運動


